


第Ⅷ因子抑制物質を有する血友病 Aの出血に対し,近年,抑制物質作用をバイパスする意味

で第Ⅸ因子濃縮剤が有効であることが認められている。我々は,昨年第 29 回輸血学会で活

性型第Ⅸ因子製剤であるFEIBAを使用し,抑制物質の発生した血友病A患者の硬膜下血腫を

止血救命しえたことを報告した。その後,同一患者が1年間に 3回にわたり硬膜下血腫を反

復し,2回は活性型製剤のAuto-plexにより,1回は非活性型製剤のProplexを各々使用した

ので,その臨床経過及び止血効果について報告する。 


